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様式第７号ウ

＜理工学科＞（認定課程：中学校　数学）

（１）各段階における到達目標

年次 時期

前期

教員という職業に対する理解を深め，夢と希望を新たにする。
数学の教員の具体的な仕事の内容を知り，生徒への指導を通して自分自身の成長にもつなげようとする意識を確立する。
・自らの経験をもとにして理想の教員像を思い描くとともに，自らの経験を超えるために何が必要かを考えて意識の転換を図る。
・自分自身が本当に就きたい職業であるかをもう一度真剣に考え，教職に対する使命感、責任感を醸成する。

後期

教員に対する自らの希望や期待を具体化し行動につなげる。
・数学の基礎知識や考え方を深く理解するとともに，それを教えるための必要な具体的な技術を調べたり考えたりする。
・次の世代を支える生徒に学問の面白さを伝えることにより，人材育成の一端を担えることを理解する。
・自らの生きる目標，社会生活や人生設計において，数学の教員として実現できることを見つけ，そのための確実一歩を踏み出す。

前期

教える立場を深く意識し，深い理解に通じる伝え方を考える。
・数学の授業を受ける経験を通して，教えること・伝えることの難しさを実感し，教える側において自ら工夫することにつなげる。
・自分自身がわかる瞬間を深く意識し分析することにより，わからせるためにいかに教えるかを考え，演習において実践してみる。
・知識を詰め込ませたり，やり方を模倣させたりするだけではなく，生徒に自ら考え，行動させるよう誘導する手立てを見つける。

後期

教えるために役立つ材料を蓄積し，授業の周到な準備につなげる。
・生徒向けの数学の話題，専門分野としての数学との関連，社会へ与える影響など，興味深いエピソードを蓄えていく。
・抽象的な概念や複雑な構成に対して，それらを具体的に表す実例や視覚に訴える表現方法を数多く集めていく。
・数学が将来どのような分野でどのような役に立ちうるか，数学を使って何を実現したいか，自分自身のビジョンを明らかにしておく。

前期

模倣から徐々に脱却して，自らの教えるスタイルを作り上げる。
・自らが理想とする数学の教員像をもち，自分自身でこれから伸ばしていくもの，補っていくものを明らかにしていく。
・概要の提示と細部の説明を使い分け，包括的な理解と精密な理解の両面への対応が必要であると認識する。
・重要な事柄は述べ方や計算のやり方を変えて何度も説明するなど，伝えるために自分の能力の限りを尽くすことを学ぶ。

後期

 教育実習を控えて，教えるための技術を身につけるためにさまざまな工夫を行う。
・声の出し方，話し方，書く技術（板書），時間配分など，授業における伝えるための技術的な工夫を行い，その成果の評価と検証を行う。
・授業計画の決定，資料の作成などにおいて，授業前の準備における工夫を行い，その成果の評価と検証を行う。
・計算演習，状況の図示などにおいて，授業中に生徒に能動的に活動させるための工夫を行い，その成果の評価と検証を行う。

前期

教える体験を通して新たに気づいたことをもとに考察を深める。
・教育実習で実際に生徒に教えるという体験をもとにして，教えることの難しさと楽しさの両方を体得する。
・年齢による意識の違いを乗り越えて，言葉によって伝えられることのすばらしさを実感し，学校現場で活かせるように意識を改める。
・指導者からのコメントと自己の省察をあわせた振り返りを通して，教員としてさらに改善すべき点を認識する。

後期

あらためて職業意識や社会意識を高め，将来への展望を広げる。
・職業として具体的にどのような教員を目指すかを考え，単なる夢ではなく，自らの天職としての教員像を確立する。
・明日の自分自身と次の世代へ伝えたいメッセージを掲げ，それを実現するための努力を続ける。
・学生生活の集大成として卒業研究に取り組み，その成果を教員として，社会人としての出発に活かす。

履修年次
到達目標

２年次

３年次

４年次

１年次
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